

























































































































































































































































本紀および后妃伝・『唐会要』巻 1「帝号上」巻 2「帝号下」［47］巻 3「皇后」［48］・『資治通鑑』
等がある。資料の対照・考証を経て，『続通典』佚文所載の七帝七后の国忌日のうち，高祖
（5月 6日）・高祖太穆皇后（5月 21日）・太宗文徳皇后（6月 21日）・睿宗（6月 20日）・睿
宗昭成皇后（11月 2日）・玄宗（4月 5日）・粛宗（4月 18日）・代宗（5月 21日）・徳宗

























間分布は次のようになる。正月は 2名，章敬皇后（正月 20日）・徳宗（正月 23日）。3月は
1名，玄宗元献皇后（3月 23日）。4月は 2名，玄宗（4月 5日）・粛宗（4月 18日）。5月は
4名，高祖（5月 6日）・高祖太穆皇后（5月 21日）・代宗（5月 21日）・太宗（5月 26日）。
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6月は 2名，睿宗（6月 20日）・太宗文徳皇后（6月 21日）。11月は 3名，睿宗昭成皇后
（11月 2日）・代宗睿真皇后（11月 2日）・徳宗昭徳皇后（11月 11日）。とりわけ注意した










































































































































所が各 500人で，合計各 1000人。太穆・文徳皇后の寺観 2ヶ所が各 250人で，合計各 500
人。玄宗元献皇后の忌日の寺観 2ヶ所が各 200人のほか，睿宗とその昭成皇后・玄宗・粛宗
とその章敬皇后の寺観 2ヶ所がいずれも各 300人で，合計各 600人。代宗・徳宗とその昭徳





















































































追悼対象 国忌日 設斎寺観 設斎人数
高祖  5月  6日 勝業寺・会昌寺 各 500人
太穆皇后  5月 21日 興福寺・興唐観 各 250人
太宗  5月 26日 青龍寺・経行寺 各 500人
文徳皇后  6月 21日 慈恩寺・恩国寺 各 250人
睿宗  6月 20日 安国寺・西明寺 各 300人
昭成皇后 11月  2日 慈恩寺・昭成観 各 300人
玄宗  4月  5日 千福寺・開元観 各 300人
元献皇后  3月 23日 資聖寺・化度寺 各 300人
粛宗  4月 18日 崇聖寺・昊天観 各 300人
章敬皇后  1月 20日 章敬寺・玄都観 各 300人
代宗  5月 21日 興聖寺・恵日寺 各 500人
睿真皇后 11月  2日 総持寺・粛明観 各 250人
徳宗  1月 23日 荘厳寺・光天観 各 500人
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［ 6］　陳祚龍氏はこの文書に「国忌日暦表」と命名した。同氏著「関于玄・代二宗之間通行的「国
忌」日暦表」『大陸雑誌』53巻 4期，1976年，166-167頁参照。劉俊文「天宝令式表与天宝法制　
――　唐令格式写本残巻研究之一」同氏著『敦煌吐魯番唐代法制文書考釈』北京，中華書局，1989
年，355-403頁。
［ 7］　趙和平「敦煌写本鄭余慶『大唐新定吉凶書儀』残巻研究」周一良・趙和平『唐五代書儀研究』
北京，中国社会科学出版社，1995年，146-190頁。呉麗娯『唐礼摭遺　――　中古書儀研究』北京，
商務印書館，2002年，232-234頁。
［ 8］　厳燿中「従行香看礼制演変　――　兼析唐開成年間廃行香風波」同氏編『論史伝経　――　程応鏐先生
紀念文集』上海古籍出版社，2004年，149-163頁。
［ 9］　馮培紅「敦煌本『国忌行香文』及其相関問題」『出土文献研究』第 7輯，上海古籍出版社，
2005年，294-295頁。
［10］　霍存福『唐式輯佚』北京，社会科学文献出版社，2009年，335-337頁。呉麗娯『敦煌書儀与礼
法』蘭州，甘粛教育出版社，2013年，128頁。
［11］　主な先行研究には以下のものがある。井ノ口泰淳『長安寺院史料の集成と研究』京都，龍谷大
学，1986-1987年。小野勝年『中国隋唐長安・寺院史料集成 史料篇・解説篇』京都，法蔵館，
1989年。辛徳勇「長安城寺院的分布与隋唐時期的仏教」同氏著『旧史輿地文録』北京，中華書
局，2013年，325-330頁。孫昌武「唐長安仏寺考」『唐研究』第 2巻，北京大学出版社，1996年，
1-48頁。龔国強『隋唐長安城仏寺研究』北京，文物出版社，2006年。
［12］　孫昌武「唐代長安道観及其社会文化活動」同氏著『道教与唐代文学』北京，人民文学出版社，
2001年，434-435頁。魏厳堅『唐代長安寺院之研究』台湾中国文化大学 2004年博士学位論文，
248-251頁。
［13］　李林甫等撰，陳仲夫点校『唐六典』巻 4「尚書礼部・祠部郎中員外郎」北京，中華書局，1992
年，127頁。
［14］　王溥『唐会要』巻 50「雑記」上海古籍出版社，1991年，1030頁。
［15］　王欽若等編，周勲初等校訂『冊府元亀』巻 459「台省部（三）公正」南京，鳳凰出版社，2006
年，5179頁。同書巻 669「内臣部（五）恣横」7706頁にもこのことが記されている。
［16］　『冊府元亀』巻 54「帝王部（五十四）尚黄老第二」571頁。
［17］　『唐会要』巻 49「雑録」1007頁。
［18］　『旧唐書』巻 184，魚朝恩伝，4764頁。『唐会要』巻 48「寺」992頁。
学習院大学国際研究教育機構研究年報　第 2号
162
［19］　徳宗の生母沈氏は，安史の乱の最中，反乱軍に連れ去られ，行方不明となった。徳宗は即位し
た後，建中元年（780）生母沈氏に睿真皇后の尊号を贈り，捜索を続けたが，杳として消息はわ
からずじまいであった。憲宗が即位するに至ってついに捜索を終了し，初めて沈氏の喪を発し，
その衣冠を代宗の元陵に葬り，神主を代宗の庿に合祀した。睿真皇后の国忌日はこのような経緯
で定められたのである。『旧唐書』巻 52，代宗睿真皇后沈氏伝，2188-2190頁参照。
［20］　小野勝年『入唐求法巡礼行記の研究』第 3巻，京都，法蔵館，1989年，318頁，開成五年十二
月八日条。
［21］　『入唐求法巡礼行記の研究』第 3巻，329頁，開成六年正月四日条。
［22］　『入唐求法巡礼行記の研究』第 3巻，410頁，会昌元年十二月八日条。
［23］　劉俊文『敦煌吐魯番唐代法制文書考釈』390頁。
［24］　岳珂『愧郯録』巻 13「国忌設斎」条，四部叢刊続編本（上海涵芬楼が常熟瞿氏の鉄琴銅剣楼
所蔵の宋本を影印）第 4冊，8-9頁。中華再造善本の影宋本・知不足斎叢書本・叢書集成本と対
照したところ，清の康煕帝の諱である玄燁の「玄」字を避けて欠筆したり，「元」字に改めたり
した点以外は，文字が完全に一致した。
［25］　紀昀等総纂，四庫全書研究所整理『欽定四庫全書総目（整理本）』北京，中華書局，1997年，
1621頁。
［26］　「系統記録（体系的な記録）」「系統資料（体系的な資料）」の語は，「零散記録（断片的な記
録）」「零散資料（断片的な資料）」との対比として使用した。この概念は，辛徳勇「秦始皇三十
六郡新考」同氏著『秦漢政区与辺界地理研究』北京，中華書局，2009年，35頁を参考にした。
［27］　船越泰次『宋白続通典輯本附解題』東京，汲古書院，1985年，211-219頁。
［28］　周密『志雅堂雑鈔』巻下「書史」部，庚寅八月初三日条，粤雅堂叢書本，14頁。
［29］　脱脱等『宋史』巻 409，高斯得伝，北京，中華書局，1977年，12328頁。
［30］　李燾『続資治通鑑長編』巻 49，宋真宗咸平四年九月丙戌条，北京，中華書局，1979年，1073
頁。
［31］　王応麟『玉海』巻 51，「芸文」部，咸平続修通典条，台北，華文書局，1964年，元後至元 3年
（1337）（実際は後至元 6年）の慶元路儒学刊本を影印，1017頁。
［32］　顧頡剛『顧頡剛読書筆記』巻 6『顧頡剛全集』第 21冊，北京，中華書局，2011年，536頁。
［33］　『宋白続通典輯本附解題』，231頁。
［34］　『唐会要』巻 23「忌日」部，524頁。
［35］　霍存福『唐式輯佚』335-337頁。呉麗娯『敦煌書儀与礼法』128頁。
［36］　『旧唐書』巻 25，礼儀志五，954-956頁。
［37］　『冊府元亀』巻 591「掌礼部（二十九）奏議第十九」6775頁。
［38］　『旧唐書』巻 25，礼儀志五，956-957頁。
［39］　『旧唐書』巻 25，礼儀志五，955-956頁。
［40］　呉麗娯『敦煌書儀与礼法』，128頁。
［41］　『旧唐書』巻 18下，宣宗本紀，615頁。
［42］　本章で『続通典』佚文所載の誤りのある国忌日について考察し修正を行ったが，それ以外の正
確な国忌日が記載されたものについての考証の過程は，紙幅の関係上，ここでは省略する。
［43］　『唐六典』巻 4「尚書礼部・祠部郎中員外郎」126-127頁。
［44］　録文は，郭玲娣等「正定広恵寺華塔内的二尊唐開元年白石仏造像」『文物』2004年 5期，82頁
参照。
［45］　録文は，劉俊文『敦煌吐魯番唐代法制文書考釈』356頁。
［46］　録文は，周一良・趙和平『唐五代書儀研究』184-185頁。
中唐長安における国忌行香制度の復原（聶）
 163
［47］　『唐会要』巻 1「帝号上」，巻 2「帝号下」1-18頁。
［48］　『唐会要』巻 3「皇后」25-34頁。
［49］　霍存福『唐式輯佚』331頁。
［50］　方詩銘『中国史暦日和中西暦日対照表』430頁。
［51］　釈道世撰，周叔迦・蘇晋仁校注『法苑珠林校注』巻 100「伝記篇第一百・興福部第五」北京，
中華書局，2003年，2894頁。『唐会要』巻 48「寺」990頁。
［52］　『冊府元亀』巻 30「帝王部（三十）奉先三」307頁の，原書での標点は「詔定国忌日寺観斎僧
道人数有差」となっているが，筆者が文意に沿って改めた。『冊府元亀』巻 52「帝王部（五十
二）崇釈氏第二」548頁は，これを貞元 9年 6月のこととするだけで，「癸亥」とは書いていな
い。
［53］　敦煌での状況はやや異なる。馮培紅「敦煌本『国忌行香文』及其相関問題」参照。
［54］　韋述・杜宝撰，辛徳勇輯校『両京新記輯校・大業雑記輯校』巻 2，西安，三秦出版社，2006年，
12-13頁。
［55］　『法苑珠林校注』巻 100「伝記篇第一百・興福部第五」2894頁。
［56］　『両京新記輯校・大業雑記輯校』巻 3，30頁。
［57］　釈道宣撰，郭紹林点校『続高僧伝』巻 4，唐京師大慈恩寺釈玄奘伝，北京，中華書局，2014年，
127頁。
［58］　『唐会要』巻 48「寺」992頁。
［59］　『唐会要』巻 50「観」1027頁。
［60］　『冊府元亀』巻 30「帝王部（三十）奉先三」309頁。前掲の円仁の開成 5年及び会昌元年の長
安での記録と対照すると，大資聖寺が文宗の定めた敬宗の忌日に設斎する「五所寺観」の 1つで
あるとわかる。
［61］　姜伯勤「唐貞元・元和間礼的変遷　――　兼論唐礼的変遷与敦煌元和書儀文書」同氏著『敦煌芸術
宗教与礼楽文明　――　敦煌心史散論』北京，中国社会科学出版社，1996年，442頁。
（ニエ　シュンシン　　陝西師範大学西北歴史環境与経済社会発展研究院助理研究員） 
（よしだ　あい　　学習院大学国際研究教育機構 PD共同研究員）
